
畑
輪
作
条
件
下
で
の
有
機
栽
培 

地
力
推
移
・
作
物
収
量
・
病
害
虫
発
生
の 

特
徴
と
雑
草
抑
制
対
策 

収
量
は
低
下
す
る
も
の
の
春
ま
き
小
麦
作
付
け
前
の
堆
肥
で
改
善
効
果
、 

小
麦
赤
か
び
病
、
馬
鈴
し
ょ
疫
病
に
は
抵
抗
性
な
ど
品
種
選
び
が
重
要 

 

ま
ず
有
機
畑
輪
作
で
の 

状
況
把
握
と
問
題
整
理
を 

  

食
の
安
全
・
安
心
、
資
源
循
環
型 

農
業
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
有 

機
農
業
へ
は
大
き
な
期
待
が
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
露
地
野
菜
な
ど
と 

異
な
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
得 

ら
れ
る
規
模
で
輪
作
を
行
う
こ
と
が 

前
提
と
な
る
畑
作
物
の
場
合
、
有
機 

栽
培
の
実
践
に
は
、
ま
だ
ハ
ー
ド
ル 

が
高
く
、
事
例
は
少
な
い
の
が
現
状 

で
あ
る
。 

 

有
機
畑
輪
作
技
術
を
確
立
す
る
た 

め
に
は
、
ま
ず
、
有
機
輪
作
の
継
統 

に
よ
る
土
壌
理
化
学
性
や
養
分
供
給 

能
の
推
移
、
病
害
虫
発
生
な
ど
の
状 

況
を
把
握
し
、
問
題
点
の
整
理
が
重 

要
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ 

ら
の
点
に
加
え
、
機
械
除
草
法
の
効 

 

果
も
一
部
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に 

本
試
験
を
行
っ
た
。 

春
ま
き
小
麦
、
馬
鈴
し
ょ
、 

大
豆
で
検
討 

  
対
象
作
物
は
、
有
機
農
産
物
と
し 

て
の
付
加
価
値
が
期
待
で
き
る
小 

麦
、
馬
鈴
し
ょ
、
大
豆
と
し
た
。
小 

麦
は
無
防
除
で
の
越
冬
に
リ
ス
ク
が 

大
き
い
秋
ま
き
で
は
な
く
、
春
ま
き 

品
種
の
中
で
有
機
栽
培
の
適
性
が
比 

較
的
高
い
と
考
え
ら
れ
た
「
は
る
き 

ら
り
」
を
用
い
た
ほ
か
、
馬
鈴
し
ょ 

は
疫
病
抵
抗
性
の
「
さ
や
あ
か
ね
」、 

大
豆
は
「
ト
ヨ
ハ
ル
カ
」
と
し
、
こ 

れ
ら
の
有
機
輪
作
を
行
う
中
で
慣
行 

栽
培
（
化
学
肥
料
、
化
学
農
薬
防
除
） 

と
の
比
較
を
行
い
、
堆
肥
施
用
に
よ 

る
効
果
、
機
械
除
草
法
な
ど
を
検
討 

し
た
。 

 

■
土
壌
物
理
性
は
や
や
改
善 

 

有
機
輪
作
の
継
統
に
よ
り
、
土
壌 

の
気
相
率
（
隙
間
の
割
合
）
が
慣
行 

よ
り
高
ま
る
な
ど
、
土
壌
物
理
性
が 

や
や
改
善
し
た
（
図
１
）。
こ
の
効
果 

は
堆
肥
施
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず 

認
め
ら
れ
、
有
機
栽
培
そ
の
も
の
に 

よ
る
効
果
と
考
え
ら
れ
た
。 

■
作
物
の
収
量
性
は
低
下 

 

慣
行
と
の
比
較
で
は
い
ず
れ
の
作 

 

図１ 有機輪作による土壌物理性 
 （＝気相率）の変化 

慣
行
栽
培
と
の
対
比(

％) 

道総研十勝農業試験場 

研究部生産環境グループ主査 

 
谷藤健 
たにふじ けん 1990 

年北海道大学大学院農 

学研究科修士課程修 

了。93 年道立北見農業 

試験場小麦科、2002 年 

中央農業試験場農産品 

質科、企画情報室を経 

て、10 年から現職。45 

歳。山形県出身。 

 

物
も
低
収
と
な
っ
た
（
慣
行
比
お
お 

む
ね70

％
）。
春
季
低
温
年
が
多
く
、

有
機
質
肥
料
の
み
で
は
無
機
態
窒
素 

の
供
給
が
遅
れ
た
と
見
ら
れ
、
慣
行 

に
比
べ
初
期
生
育
が
劣
っ
た
こ
と
が 

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
た
。 

■
堆
肥
は
、
春
ま
き
小
麦
作
付

け
前
の
施
用
が
最
も
有
効 

 

堆
肥
の
活
用
は
収
量
低
下
の
抑
制 

に
有
効
で
あ
っ
た
が
、
作
物
に
よ
っ 

て
効
果
の
時
期
や
程
度
、
品
質
へ
の 

影
響
な
ど
が
異
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

堆
肥
に
よ
る
収
量
改
善
に
関
し
て

は
、
春
ま
き
小
麦
は
施
用
年
か
ら 

効
果
は
安
定
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、 

大
豆
へ
の
効
果
は
翌
年
以
降
で
あ 

り
、
馬
鈴
し
ょ
へ
の
効
果
は
認
め
ら 

れ
た
も
の
の
不
安
定
で
あ
っ
た
（
図 

２
）。 

 

品
質
面
で
は
、
春
ま
き
小
麦
で
は 

 

ニューカントリー2011.9 50 

90

100

110

120

130

140

150

2008 2009 2010

有機１+堆肥なし

有機+堆肥(3t/10a)

慣 行 



 

パ
ン
用
途
と
し
て
重
要
な
タ
ン
パ
ク 

含
量
の
上
昇
に
や
や
効
果
が
認
め
ら 

れ
た
の
に
対
し
、
馬
鈴
し
ょ
で
は
ラ 

イ
マ
ン
価
の
低
下
、
二
次
成
長
の
発 

生
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
見
ら
れ 

た
。
ま
た
、
堆
肥
施
用
後
の
大
豆
栽 

培
で
は
タ
ネ
バ
エ
の
リ
ス
ク
も
認
め 

ら
れ
た
。 

 

以
上
よ
り
、
輪
作
各
作
物
に
対
し 

て
堆
肥
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
も
安
定
的 

に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
春
ま
き 

小
麦
作
付
け
前
の
施
用
が
最
も
適
し 

て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。 

■
発
生
病
害
虫
と
対
応
策
（
表
） 

 

畑
作
物
の
有
機
栽
培
に
お
い
て
、 

最
も
問
題
と
な
る
病
害
は
小
麦
赤
か 

び
病
（
お
よ
び
、
か
び
毒
〈
Ｄ
Ｏ
Ｎ
〉

汚
染
）
、
馬
鈴
し
ょ
疫
病
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
軽
減
対
策
と
し
て
は
、
品 

種
選
択
に
よ
る
効
果
が
明
ら
か
で
あ 

っ
た
。 

 

 図２ 有機畑輪作での堆肥施用（3t/年） 
による各作物の収量性改善効果 

堆
肥
施
用
に
よ
る
収
量
改
善
効
果 

（
粗
収
量 

対
無
堆
肥
区
） 

 

「
は
る
き
ら
り
」
の
有
機
栽
培
に 

お
け
る
Ｄ
Ｏ
Ｎ
濃
度
は
他
品
種
よ
り 

低
く
、
有
機
栽
培
適
性
は
比
較
的
高 

か
っ
た
。
た
だ
し
、
多
発
条
件
で
は 

慣
行
よ
り
リ
ス
ク
は
高
く
、
効
果
的 

な
有
機
防
除
資
材
も
見
い
だ
さ
れ
な 

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り
細
心
の 

注
意
が
必
要
と
な
る
。 

 

馬
鈴
し
ょ
に
関
し
て
は
、「
さ
や 

あ
か
ね
」
は
疫
病
の
発
生
が
認
め
ら 

れ
ず
、
本
病
に
よ
る
減
収
リ
ス
ク
を 

大
幅
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で 

あ
っ
た
。 

 

大
豆
は
、
本
試
験
で
は
毎
年
マ
メ 

 

輪作各作物の有機栽培で特に問題となる病害虫 

作物・発生病書虫 リスクの状況、対処方法 

春まき小麦 赤かび病  

(DON 汚染粒) 
「はるきらり」では比較的リスク低い。ただし条

伴によっては基準値超過のリスクが高まる 

馬鈴しょ 疫病 抵抗性品種が極めて有効｡「さやあかね」で問題な

し 
苗立枯病 播種後低温や多湿土壌で要注意 

タネバエ 魚かす施用は発生助長。堆肥も前作以前の施用が

安全 大豆 
マメシンクイ

ガ 
発生地域ではリスク高い。近隣圃場での状況に注

意 

シ
ン
ク
イ
ガ
が
大
き
な
減
収
要
因
と 

な
っ
た
。
本
種
は
移
動
性
が
低
く
、 

い
っ
た
ん
発
生
し
た
後
の
対
応
は
極 

め
て
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
近
隣 

で
の
発
生
状
況
に
注
意
が
必
要
で
あ 

る
。 

 

ネ
グ
サ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
動
態
も 

調
査
し
た
結
果
、
慣
行
と
差
は
な
く
、

有
機
で
も
輪
作
の
維
持
に
よ
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
あ
っ
た
。 

緑
肥
（
野
生
種
エ
ン
バ
ク
）
導
入
に 

よ
る
セ
ン
チ
ュ
ウ
低
減
効
果
も
高 

く
、
土
壌
物
理
性
の
改
善
効
果
と
も 

合
わ
せ
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
考 

え
ら
れ
た
。 

■
春
ま
き
小
麦
は
機
械
除
草
が

有
効 

 

春
ま
き
小
麦
の
生
育
前
半
に
お
け 

る
３
回
以
上
の
機
械
除
草
処
理
（
広

畦
：
タ
イ
ン
式
カ
ル
チ
〈
＝
玉
カ
ル

チ
〉、
狭
畦
：
ス
プ
リ
ン
グ
除
草
ハ
ロ

ー
、
写
真
）
が
そ
の
後
の
残
草
量
低
減

に
お
お
む
ね
有
効
で
あ
っ
た
が
、
輪
作

各
作
物
で
極
力
残
草
を
残
さ
な
い
こ

と
が
後
作
で
の
労
力
軽
減
の
た
め
に

も
重
要
で
あ
り
、
輪
作
体
系
全
般
に
お

い
て
機
械
除
草
効
果
を
高
め
る
手
法

を
確
立
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
。 

留
意
事
項 

 

堆
肥
施
用
は
有
機
栽
培
に
お
け
る 

収
量
性
改
善
に
有
効
で
あ
る
が
、「
北

海
道
施
肥
ガ
イ
ド
」
の
基
準
に
の
っ
と

り
上
限
量
に
留
意
す
る
。 

  

左から春まき小麦除草に使用した｢玉カルチ｣(広畦用)と｢スプリング除草ハロー｣(狭畦用) 

 

春
ま
き
小
麦
の
有
機
栽
培
に
お
い 

て
「
は
る
き
ら
り
」
の
適
性
は
高
い 

が
、
Ｄ
Ｏ
Ｎ
産
生
菌
が
優
占
す
る
気 

象
条
件
で
は
汚
染
程
度
が
高
ま
る
リ 

ス
ク
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

春
ま
き
小
麦
で
ス
プ
リ
ン
グ
除
草 

ハ
ロ
ー
を
用
い
る
場
合
に
は
、
茎
葉 

を
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
５
葉 

期
以
降
の
処
理
は
避
け
る
。 
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